
社川小学校いじめ防止対策基本方針

【教育目標】 自立の気風「自ら学ぶ 共に学ぶ 真似て学ぶ」

【家庭・地域との連携】 【校内組織】 【関係機関との連携】
家庭・地域から信頼され いじめ対策委員会 迅速で効果的な「いじめ

る学校づくりを目指し、連 ・開催 随時 対策」を行うために次の機
携して児童の育成を行う。 ・委員長 校長 関との連携を強化する。

・副委員長 教頭
・ＰＴＡ・民生（児童）委 ・委員 教務主任、生徒指 ・棚倉町教育委員会
員・青少年育成町民会議 導主事、養護教諭、 ・町いじめ問題対策協議会
・地域行事への参加・等 ＳＣ、生徒指導学 ・県中児童相談所等
での情報発信 等 年担当者 等 ・棚倉町警察署 等

【いじめの定義】

児童等に対して、当該児童等が在籍する学校に在籍している等、当該児童等と一定
の人的関係にある他の児童等が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（インターネ
ットを通じて行われるものを含む。）であって、当該行為の対象となった児童等が心身
の苦痛を感じているものをいう。

【いじめの未然防止】
いじめはどの児童にも起こりうるという事実を踏まえ、すべての児童を対象にいじめ

に向かわせないための未然防止に取り組む。
(1) 児童が主体的に参加・活躍できるような授業づくりや集団づくりを行う。
(2) 学校の教育活動全体を通じ、児童の自己有用感を高められる機会を充実させる。
(3) 学校の教育活動全体を通じて、人権教育、道徳教育の充実や、読書活動、体験活
動などの推進をする。

(4) いじめ（インターネット等によるいじめを含む）について、校内研修や職員会議で
積極的に取り上げ、平素からの共通理解を図るとともに、児童、保護者に対しても周
知徹底を図る。

(5) 学校、PTA、地域の関係団体等と活動を共にする場やいじめの問題について協議す
る機会を設けるなど、家庭、地域と連携した取組を推進する。

【いじめの早期発見】
日頃からの児童との信頼関係の構築に努め、見守りや声かけ等から児童が示す小さな

変化を見逃さないようにアンテナを高く保つ。
(1) 日常的な観察を充実させ、児童の様子に目を配る。
(2) 定期的なアンケート調査や教育相談の実施等により、児童がいじめを訴えやすい
体制を整え、いじめの実態把握に取り組む。

(3) 在籍する児童及びその保護者、教職員がいじめに関する相談を行うことができる体
制を整備する。

【いじめへの対応】
発見・通報を受けた場合には、特定の教員で抱え込まず、速やかに組織的に対応する。

(1) 被害児童を守り通すとともに、いじめをやめさせ、その再発防止のために、教育的
配慮のもと毅然とした態度で加害児童等を指導する。

(2) 教職員全員の共通理解、保護者の協力、教育委員会への報告、関係機関・専門機関
との連携のもとで対応する。

(3) 重大事態の疑いが生じた段階から調査の実施に向けた取組を開始する。


